
吃r

，き

加
賀
滞
の
開
工
で
あ
っ
た
が
、
弘
は
刷
出
を
好
み
、
撲

を
そ
の
弟
に
説
。
、
陸
士
と
な
っ
て
昌
平
慌
に
県
ぶ

こ
と
七
縦
、
χ
治
に
判
じ
て
制
裂
に
従
ふ
』
』
と
三
年
、

大
に
詩
文
を
能
く
す
る
に
主
っ
た
。
一
大
保
近
年
滞
校

の
句
制
御
に
任
じ
、
十
年
改
め
て
訓
導
と
伐
り
、
弘

化
元
年
新
婚
に
列
し
て
似
助
教
に
地
ん
だ
が
、
後
V〈

磁
士
と
な
っ
て
育
英
を
楽
と
し
、
安
政
三
年
三
月
五

日
間
間
し
た
。

ツ
ル
ミ
ザ
モ
ン

鶴
見
左
門

前
川
利
長
に
仕
へ

て
八
百
石
を
領
し
た
。
子
孫
川
刊
々
滞
に
仕
へ
た
が
、

そ
の
嫡
系
は
九
代
米
女
キ
次
に
京
り
、
三
fH
石
を
鎖

L
、
文
政
五
年
九
月
イ
八
日
亡
筑
の
体
で
知
行
を
召

放
さ
れ
、
十
人
扶
持
を
賜
う
て
断
絶
し
た
。

ツ
ル
ミ
ソ
ウ
ジ
ユ

鶴
見
宗
窓
辺
桝
助
九
郎
。

文
政
中
間
問
診
宗
好
の
門
に
尽
ん
だ
開
工
で
、
滞
よ
り

三
人
扶
持
を
受
け
た
。
二
代
前
日
開
宗
純
そ
の
技
を
能

く
し
、
一
ニ
代
市
郎
兵
衛
宗
容
は
宗
純
の
即
日
じ
、
而
Mm

を
作
る
に
長
じ
て
居
た
。

ツ
ル
z
h
F
カ
ズ
ミ

鶴
見
高
澄
大
器
司
滞
士
。

初
名
川
人
太
郎
、
後
州
問
助
。
そ
の
先
刊
大
地
寺
伎
に
仕

へ
た
が
、組
(
火
又
八
郎
の
時
前
に
座
し
て
仰
を
矢
ひ
、

越
前
大
野
に
退
い
て
川
上
佼
兵
衛
と
抑
制
し
た
。
父
仰

内
そ
の
家
を
，

mけ
、
恒
に
山
由
沼
を
忘
れ
ず
し
て
併
助

に
川
出
射
す
る
所
あ
っ
た
。
似
助
乃
ち
剣
槍
を
向
山
ん
で

そ
の
奥
妙
に
注
し
、
濯
に
大
組
寺
に
阿
っ
て
即
日
除
を

復
す
る
こ
と
を
得
た
。
文
政
十
年
間
月

H
六
日
病
校
、

平
年
八
十
。
子
六
郎
そ
の
家
を
裂
い
だ
。

ツ
ル
Z
ノ
リ
カ
ツ

鶴
見
窓
勝
沼
桝
年
八
、
初

め
拠
村
側
諸
の
出
と
な
り
、
地
政
七
年
明
倫
欽
助
教

を
命
ぜ
ら
れ
、
新
知
九
十
石
を
奥

へ
ら
れ
、
航
者
に

列
し
、
後
x

-h

J
l
討
を
加

へ
た
。
慾
肪
は
新
引
純
資

の
一
前
期
で
あ
っ
た
か
ら
、
的
資
は
易
却
を
そ
の
子
町
出

光
に
授
け
ず
し
て
、
こ
れ
に
僻
へ
た

ιい
ふ
。
天
保

y
ル
lー
テ
イ

元

年

授

。

な

っ

て

一

体

江

村

と

改

め

た

と

あ

る

が

、
今
は
矢
張
り

ツ
ル
ミ
ノ
リ
ヨ
シ

鶴

見

窓

好

館

勝

の
子
。
一

一
一
夜
と
普
い
て
ゐ
る
。
前
記
笥
上
に
は
、
古
へ
川
蜘怖が

秘
話
説
。
沼
桝
守
街
、
字
は
子
刷
(
O

亦
易
尽
を
以
て

一
常
に
山
刷
れ
た
か
ら
、
伸
被
地
動
村
と
醤
い
て
ツ
ヱ
村

専
門
と
し
た
o
文
政
九
年
新
訴
に
斑
し
、
田
小
校
制
附
一
と
訓
ま
せ
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
信
じ
難
い
o

加
入
に
愉
し
、
天
保
一一
ん
年
他
者
に
列
L
、
諮
問
木
役

一

ツ
ヱ
ガ
ハ
杖
川

能
楽
郡
大
日
山
の
東
方
初
出
谷

と
な
っ
た
。

一
よ
り
護
し
、
杖
の
部
訴
を
・
過
ぎ
、
=
つ
潮
の
東
方
に

ツ
ル
ヤ
ヲ
タ
ウ

鶴
屋
旬
空

金
持
の
例
入
。

卯

一
於
い
て
大
日
川
に
合
す
る
。

民
山
に
柳
陰
制
又
は
柳
陰
胞
を
結
ん
で
際
問
出
し
て
ゐ

一

ツ
ヱ
ツ
キ
杖
突

日
制
人
足
中
一
削
仰
の
指
抑

た
。
北
の
山
・梓
限
集
・
州
路
集
干
創
銭
を
出
し
、

一
に
怒
る
も
の
を
い
う
た
。
別
製
御
定
昔
前
治
一
ニ
年
の

他
校
と
共
に
卯
民
集
を
治
し
た
。

正
徳
二
年
の
布
ゆ

一
も
の
に
、司
日
用
杖
裂
と
巾
は
、
二
十
人
に
一
人
宛
、

か
た
集
に
句
径
を
六
十
五
六
と
あ
る
外
、
逝
去
等
に

一
一
庖
段
平
日
用
問
即
断
御
座
候
o
食
番
は
百
人
に
一
人
充

就
い
て
は
知
ろ
を
得
ぬ
。

一
御
座
候
。
但
杖
笑
相
立
候
能
、
品
に
よ
り
十
五
人
よ

ツ
ル
ヤ
ツ
ネ
マ
ル

問
問
屋
常
九

金
抑
怖
の
例
入
。

一
り
上
之
人
数
に
は
、

一
人
充
杖
笑
相
主
巾
事
茂
御
座

初
脱
血
岩
。
防
魚
の
後
を
焚
け
て
子
母
川
一苧
と
稽
L
、
一
候
事
。
』
と
見
え
る
。

佐川
λ

そ
の
人
日
間
四
を
裂
い
だ
。
沼
稽
伊
兵
衛
、
百
姓

一

ツ
ヱ
ノ
サ
キ
杖
の
さ
き

一
冊
。
除
艇
の
釧
人

川
に
位
し
て
小
聞
物
を
閥
ひ
、
明
治
官
二
年
八
且
十

一
都
凶
若
。
延
写
二
年
十
周
武
江
東
門
子
板
。
編
者
が

一
日
七
J
l
九
肢
を
以
て
裂
し
た
。

一
和
闘
を
金
糊
に
紡
ね
た
時
の
附
合
、
組
び
に
加
能
組

ツ
ル
ヤ
ヨ

y
エ
モ
ン

鶴
屋
奥
三
右
衛
門
石
川

一
人
の
勾
と
文
通
と
を
集
め
た
も
の
で
、
都
凶
と
は
建

制
一
日
憾
の
入
。
越
明
日
航
紀
一
巻

・
諸
宗
仰
附
記
十
二

一
郎
涼
侍
の
初
批
で
あ
る
。

容
を
作
っ
た
。
県
三
布
術
門
は
宮
肱
川
潜
行
府
捌
尚

一

定
と
川
を
問
じ
く
す
る
か
ら
、
資
永
平
保
前
後
の

一

人
で
あ
る
。

一

ツ
ル
ヲ
ジ
リ

鶴
尾
尻

出
向
郡
山
倒
的
の
う
ち

一

の
小
守
で
あ
っ
た
が
、
明
治
中
か
ら
郷
止
の
部
訴
と

一

し
た
。ツレ
ヅ
レ
グ
サ
シ
ヨ
シ
ョ
ウ
タ
イ
官
イ

徒
然
草

諸
抄
穴
成

ニ
イ
加
。
抽
出
加
久
敬
話
。
徒
然
草
の

集
位
で
、待
命
院
抄
・川町槌
・点
徳
抄
・
熊
野
抄
・句削附
・

抽
出
家
出
川
町
・
文
段
抄
・
穏
附
・慰
草
・
古
今
抄

-m納
餓

槌
・
大
全
・参
考
等
の
諸
抄
を
悉
く
頭
首
或
は
悦
註
に

し
た
も
の
。
点
目干
五
年
上
梓
。

ツ

ヱ

杖

能
美
郷
白
山
下
に
幽
す
る
郎
町
問
。
事

保
五
年
の
醤
上
に
、

品H
は
紋
村
と
選
き
、
円
相
府
領
に

テ
ア
ゲ
ダ
カ
手
上
高

滞
政
の
時
、
刷
出
の
陛

問
・荒
地
等
を
開
拓
し
、
又
は
先
に
鎚
地
引
高
に
な

っ
た
も
の
を
復
出
国
し
た
時
、
従
来
の
村
一一品
以
外
に
、

一白姓
自
身
か
ら
草
一
一
向
の
哨
加
稜
録
を
出
版
す
る
こ
と

を
い
ひ
、
そ
れ
に
脆
う
て
滞
の
箱
入
が
噌
加
す
る
わ

け
で
あ
る
。
手
土
一
向
は
百
姓
の
自
設
的
に
申
出
る
を

本
即日
と
す
る
が
、
多
く
は
滞
の
枕
仙
沼
に
よ
り
て
行
は

し
こ
。

ー
プテ
ア
ゲ
メ
ン

手
上
克

務
政
の
時
、
出
地
の
地

ア

テ
イ
キ
ヨ
ウ
イ
ン
貞
鏡
院

大
器
寺
滞
主
第
九

代
前
開
制
之
の
女
で
、
水
野
川
防
守
山
岨
附
夫
人
に
な

っ
た
建
蜘
の
法
版
。
詐
し
〈
は
円
筒
院
閥
独
行
謹
融

心
大
姉
。

テ
イ
キ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
寸
金
小
路

金柑
仰
の
白
川

名
。
下
今
川
か
ら
柏
木
慌
に
出
る
凶
の
小
怖
を
い
う

た
o
こ
の
地
に
丁
金
と
務
す
る
識
な
ど
の
細
工
人
が

敏
代
即
位
し
た
伐
の
名
で
あ
る
。

テ
イ
ケ
イ
ザ
ン

一帯一
鹿
山

金
制
作
郊
外
春
日
山
を

い
ふ
。
卒
保
十
二
年
の
山
上
春
日
世
紀
に
、
『
山
上
古

デ
ア
ヒ
ジ
マ
出
合

島

能

美
郡
山
上
郷
に
関
す

る

m子
白
川
新
と
奥
九
郎
防
新
と
の
惣
務
で
、
石
川
巾

程
上
自
と
の
入
合
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
明
治
什
四
年

之
を
石
川
市
の
地
結
に
移
し
、
す
べ
て
出
合
島
と
制

す
る
こ
と
に
し
た
。

デ
ア
ヒ
ヤ

出
合
屋

古
た
出
合
宿
と
も
い
」
。

紡
女
を
政
合
す
る
家
染
で
、
務
の
法
令
に
よ
り
庇
禁

止
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
立
永
五
年
入
用
什
三
日
の
金
体

町
中
定
都
に
、
『
於
町
中
傾
城
川
似
合
底
堅
〈
御
停
止

之
都
』
と
あ
る
の
は
、
そ
の
最
も
古
く
見
え
る
も
の

で
あ
る
。

テ
ア
マ
リ
ダ
カ

手館一品一

l
ヒ
y
ソ

Y

オ
シ
タ

テ

抗

村

御

O
，x。

テ

イ

ガ

汀
盤

i
キ
タ
イ
チ
ヤ
テ
イ
ガ
化
市

原
口
市
川
。

味
改
善
せ
ら
れ
、
収
穫
常
に
噌
加
す
る
に
至
っ
た

時
、
百
姓
自
身
の
蹴
阪
に
よ
っ
て
噌
納
す
る
犯
相
を

い
ふ
。
定
発
以
外
別
に
手
上
施
設
つ
何
歩
と
名
同
を

立
て
、
務
の
租
入
を
そ
れ
だ
け
増
す
の
で
あ
る
。
手

上
高
と
共
に
滞
の
勧
誘
に
凶
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

ヲ
，A
リ
ゲ

デ
ア
ヒ
出
合

能
地問
郡
も
と
二
山
及
び
消
水
の

二
部
世
間
を
明
治
年
刷
に
合
し
た
も
の
で
、
そ
の
ご
山

を
上
出
合
、
一
山
水
を
下
出
合
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。

五
六
O


